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　岐阜・長良川の金華山背面の東側上流部日野・雄総地区に架橋が予定されていた

468 ｍの橋梁 ( 岐阜環状線の一部 ) の計画設計に参画した。場所は市内でも最も自然

が豊かな風光明媚の地として、伝統行事である「上鵜飼」の開催地（長良橋近傍は「下

鵜飼」と呼ばれる）でもあり、架橋条件としては周囲の自然の形に馴染む形であるこ

と、「鵜飼」に悪影響を及ぼさないことなどが求められてきた。

　様々な代替案検討を経て、景観検討委員会（委員長・大野秀敏東京大学助教授－当時）

を経て、県知事の意向も踏まえ、鵜飼必要水面幅を確保するため 150mのスパンの

斜長橋と５径間連続箱桁橋 (60m× 5) が採用された。斜長橋の主塔を左岸堤に配し、

金華山の山懐に抱かれる形とし、鵜飼への配慮とともに、金華山、高水敷の公園から

の景観、桁下の表情づくりにも配慮している。2003 年 3月、竣工を迎え「鵜飼大橋」

と命名された。2004 年度土木学会田中賞受賞作品。

■岐阜・長良川鵜飼大橋　　 　　 ［㈶岐阜県企画設計センター・大日コンサルタント㈱（岐阜県）］　1994-2003

鵜飼大橋の右岸・長良川温泉駐車場からみた全景

鵜飼大橋位置

景観設計方針①周囲の風景との調和

経緯　（仮称）日野橋景観設計 ‘94.8 ～ 95.3 ㈶岐阜県企画設計センター（大日コンサルタント㈱と協働－岐阜県）、（仮称）日野橋詳細設計協力（景観設計）‘96.6
～ 97.3 大日コンサルタント㈱（岐阜県）、都市計画道路環状線岐阜市日野地区景観検討 ‘00.11 ～ 01.3 大日コンサルタント㈱（岐阜県）、岐阜環状線岐阜市雄総日
野地区景観検討 ‘01.7 ～ 02.3 大日コンサルタント㈱（岐阜県）、都計道環状線岐阜市日野橋（鵜飼い大橋）照明デザイン実証実験および橋梁色彩現地実験 ‘03.3 ～
03.3 大日コンサルタント㈱（岐阜県）

景観設計方針②鵜飼への配慮 景観設計方針③岐阜への新たなゲート（環状線）

鵜飼大橋の平面図・側立面図
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諸元　所在地：岐阜市長良雄総 - 西日野　事業主体：岐阜県　構造形式：鋼単径間斜長橋 (154m) ＋鋼６径間連続非合成箱桁橋 (315m)、橋長：469m、幅員：
28.3 ～ 29.1m、主塔の高さ：60 ｍ ( 傾き 15 度 )　工事期間：’96.9 ～ ’03.3　事業費：約 102 億円　基本設計・㈶岐阜県企画設計センター　構造担当：大日コン
サルタント　景観設計：アプル総合計画事務所　景観検討委員会〔委員長・大野秀敏  東京大学助教授 ( 当時 )〕　詳細設計：大日コンサルタント　照明デザイン：
石井幹子デザイン事務所 ( 別途発注 )　施工 ･製作：川田工業、川崎重工業、駒井鉄工、新日本製鉄、横河ブリッジ　2004年度土木学会田中賞受賞作品　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：中野、清水、吉田、金光、中井、久野、熊耳 

親柱サイン（大野秀敏氏デザイン）

歩道部高欄

右岸高水敷より鵜飼い大橋の橋桁と主塔を見上げる（竣工後 17 年経過時点）

左岸主塔アンカレイジ部緑地から鵜飼大橋を望む

■岐阜・長良川鵜飼大橋（つづき）　
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■各務原大橋（かかみがはらおおはし）プロポーザル 応募案 ( 優秀賞 )　大日コンサルタント㈱と協同提案、プロポーザル主催：各務原市 ( 岐阜県 ) ’06
諸元　所在地：岐阜県各務原市上中屋・川島小網町、橋長 596 ｍ（59.6 ｍ× 10 径間）、幅員 13.8 ～ 16.8m、構造形式：UFC( 超高強度繊維補強コンクリート）
PCセグメント連続箱桁橋 ( 提案 )　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当　中野、加藤、田邊、池田

　コラム　｜　各務原大橋（かかみがはらおおはし）プロポーザル応募案（優秀賞）　2006


